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第 ３ 次 男 女 共 同 参 画 基 本 計 画 の 実 施 状 況 に つ い て の 意 見 （「 雇 用 ・

セ ー フ テ ィ ネ ッ ト の 再 構 築 」 関 係 ） の 中 間 整 理 （ 案 ）  

 

平 成 24 年 ２ 月 ３ 日  

男 女 共 同 参 画 会 議  

監 視 専 門 調 査 会  

 

第 １  は じ め に  

平 成 23 年 ２ 月 、 男 女 共 同 参 画 会 議 は 、 第 ３ 次 男 女 共 同 参 画 基 本

計 画（ 平 成 22 年 12 月 閣 議 決 定 。以 下「 基 本 計 画 」と い う 。）に 盛

り 込 ま れ た 施 策 の 実 施 状 況 及 び 女 子 に 対 す る 差 別 の 撤 廃 に 関 す る

委 員 会 の 我 が 国 に 対 す る 最 終 見 解 （ 2009 年 ８ 月 公 表 ） に お け る 指

摘 事 項 へ の 対 応 の 進 捗 状 況 を 監 視 す る こ と を 目 的 と す る 監 視 専 門

調 査 会 を 設 置 し た 。  

平 成 23 年 ７ 月 、 監 視 専 門 調 査 会 は 、 基 本 計 画 に お い て 今 後 取 り

組 む べ き 喫 緊 の 課 題 と さ れ る 「 雇 用 ・ セ ー フ テ ィ ネ ッ ト の 再 構 築 」

及 び「 よ り 多 様 な 生 き 方 を 可 能 に す る 社 会 シ ス テ ム の 実 現 」に 関 す

る 施 策 を 監 視 す る こ と を 決 定 し た 。  

監 視 専 門 調 査 会 は 、「 雇 用・セ ー フ テ ィ ネ ッ ト の 再 構 築 」に 関 し

て 、関 係 府 省 か ら 施 策 の 取 組 状 況 等 を 聴 取 し 、有 識 者 か ら 意 見 を 聴

取 し た 結 果 等 を 踏 ま え 、今 般 意 見 を 取 り ま と め た 。政 府 に お い て は 、

本 意 見 も 踏 ま え 、施 策 を よ り 一 層 推 進 さ れ た い 。地 方 公 共 団 体 そ の

他 関 係 各 界 各 層 に お い て も 、本 意 見 も 踏 ま え 、取 組 を よ り 一 層 推 進

さ れ る こ と を 期 待 す る 。  

 

第 ２  「 雇 用 ・ セ ー フ テ ィ ネ ッ ト の 再 構 築 」 に 関 す る 意 見  

１  女 性 の 参 画 促 進 、デ ィ ー セ ン ト・ワ ー ク（ 働 き が い の あ る 人 間

ら し い 仕 事 ） の 実 現 等  

   基 本 計 画 の 成 果 目 標 の １ つ で あ る 第 一 子 出 産 前 後 の 女 性 の 継

続 就 業 率 に つ い て は 、長 期 的 に は ほ と ん ど 変 化 し て お ら ず 、女 性

の 出 産 後 の 継 続 就 業 は 依 然 と し て 難 し い 状 況 に あ る 。  

ま た 、第 一 子 出 産 前 後 の 女 性 の 継 続 就 業 率 を 就 業 形 態 別 に み る

と 、正 規 職 員 は 就 業 継 続 者 の 割 合 が 多 い（ 平 成 17 年 ～ 21 年 52.9％ ）

の に 対 し 、パ ー ト タ イ ム 労 働 者・派 遣 労 働 者 は 就 業 継 続 者 の 割 合
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が 少 な い （ 同 18.0％ ） 状 況 に あ る 。 そ の 背 景 に は 、 一 定 の 要 件

を 満 た す 有 期 契 約 労 働 者 し か 育 児 休 業 制 度 を 利 用 で き な い こ と 、

女 性 有 期 契 約 労 働 者 の 育 児 休 業 取 得 率（ 平 成 22 年 度 71.7％ ）が

女 性 の 育 児 休 業 取 得 率 （ 同 年 度 83.7％ ） と 比 べ て 低 い こ と 等 の

非 正 規 労 働 者 を め ぐ る 問 題 が あ る と 考 え ら れ る 。  

政 府 に お い て は 、 以 下 の 点 に つ い て 留 意 し 、 女 性 の 参 画 促 進 、

Ｍ 字 カ ー ブ 問 題 の 解 消 及 び デ ィ ー セ ン ト・ワ ー ク の 実 現 に 向 け た

取 組 を よ り 一 層 強 化 ・ 加 速 す る 必 要 が あ る 。  

(1) 女 性 の 労 働 者 の 過 半 数 を 占 め る パ ー ト タ イ ム 労 働 者（ い わ ゆ る

フ ル タ イ ム パ ー ト 、掛 け 持 ち パ ー ト を 含 む ）等 の 非 正 規 労 働 者 に

つ い て 、政 府 に お い て は 、育 児 休 業 制 度 や 、均 等・均 衡 待 遇 の 確

保 の 促 進 、正 社 員 へ の 転 換 の 推 進 等 に 関 し て 、法 整 備 も 含 め て 検

討 を 速 や か に 進 め る 必 要 が あ る 。  

(2) 女 性 の 参 画 を 進 め る た め 、補 助 事 業 等 の 実 施 に 当 た り 、① 女 性

農 業 者 等 が 応 募 し た 場 合 に 優 先 的 に 採 択 さ れ る 枠 を 設 定 し 、② 事

業 実 施 主 体 が 女 性 の 参 画 目 標 を 設 け て い る 場 合 や 女 性 農 業 者 が

中 心 と な っ て い る 組 織 で あ る 場 合 に は ポ イ ン ト を 加 算 す る こ と

に よ り 採 択 さ れ や す く す る 等 の 配 慮 を 行 う と い う 農 林 水 産 省 の

取 組 は 、先 進 的 で あ る と と も に 、世 の 中 に も 受 け 入 れ や す い と 評

価 で き る の で 、 今 後 も 大 い に 推 進 す べ き で あ る 。  

他 の 府 省 や 地 方 公 共 団 体 等 に お い て も 、各 種 事 業 等 に お い て 同

様 の 取 組 を 導 入 す る よ う 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

(3) 起 業 に つ い て は 、法 律 、税 務 、資 金 調 達 等 に 関 す る 専 門 知 識 を

必 要 と す る 場 合 が あ る が 、女 性 の 場 合 に は 、こ れ ら の 専 門 家 と の

ネ ッ ト ワ ー ク が 十 分 構 築 さ れ て い な い こ と が 多 い 。政 府 に お い て

は 、女 性 の 起 業 経 験 者 に 加 え 、女 性 の 弁 護 士 や 税 理 士 等 の 専 門 家

と の ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 を 促 進 す る 必 要 が あ る 。  

(4) 基 本 計 画 に 盛 り 込 ま れ た 施 策 に 関 す る 重 要 な 男 女 別 デ ー タ が

収 集 さ れ て い な い も の が 散 見 さ れ る 。施 策 を 効 果 的 に 推 進 す る た

め に は 、男 女 そ れ ぞ れ が 置 か れ た 状 況 等 を 客 観 的 に 把 握 す る 必 要

が あ る こ と か ら 、政 府 に お い て は 、可 能 な 限 り 男 女 別 デ ー タ を 集

計 す る よ う 努 め る べ き で あ る 。  

(5) 男 女 共 同 参 画 セ ン タ ー・女 性 セ ン タ ー 、社 会 教 育 施 設 等 に お い

て 、女 性 を 対 象 と す る 学 習 を 行 う 場 合 、学 び か ら 一 歩 踏 み 出 し 活
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動 を 行 う 又 は 起 業 等 を し て 経 済 的 自 立 を 図 る と い う 課 題 解 決 型

の プ ロ グ ラ ム が 推 進 さ れ る こ と を 期 待 す る 。  

 

２  若 者 を は じ め と す る 雇 用 対 策 等 の 強 化  

平 成 20 年 後 半 以 降 の 経 済 状 況 の 悪 化 の 影 響 等 に よ り 、 平 成 22

年 に お け る 完 全 失 業 率 (労 働 力 人 口 に 占 め る 完 全 失 業 者 の 割 合 )に

つ い て 、 全 年 齢 計 （ 5.1％ ） と 比 べ る と 、 若 者 （ 15～ 24 歳 ） は 相

対 的 に 高 水 準 で あ り （ 9.4％ ） 、 フ リ ー タ ー 数 （ 15～ 34 歳 の パ ー

ト・ア ル バ イ ト 及 び そ の 希 望 者 ）に つ い て も 、平 成 21 年 以 降 増 加

に 転 じ る（ 22 年 183 万 人 ）な ど 、我 が 国 の 将 来 を 担 う 若 者 の 雇 用

は 非 常 に 厳 し い 状 況 に あ る 。  

若 者 の 雇 用 の 劣 化 は 、 貧 困 等 生 活 上 の 困 難 に 直 面 す る 男 女 を 増

や し 、 家 族 形 成 を 困 難 に し 、 次 世 代 へ の 連 鎖 を 招 く お そ れ が あ る

こ と か ら 、 以 下 の 点 も 踏 ま え 、 セ ー フ テ ィ ネ ッ ト の 強 化 の 観 点 か

ら も 、 雇 用 問 題 へ の 取 組 を よ り 一 層 強 化 さ れ た い 。  

(1) 大 学 生 等 の 厳 し い 就 職 環 境 を 踏 ま え 、 政 府 に お い て は 、 こ れ

ま で 以 上 に 集 中 的 か つ 効 果 的 な 雇 用 対 策 を 講 じ る 必 要 が あ る 。  

ま た 、男 性 の 若 年 者（ 15～ 24 歳 ）に お い て も 非 正 規 雇 用 比 率

が 40％ を 超 え 、他 の 年 代 に 比 べ て 相 対 的 に 高 い と い う 現 状 を 踏

ま え 、若 者 の 雇 用 対 策 の 観 点 か ら も 、１ (1)で 述 べ た よ う に 、パ

ー ト タ イ ム 労 働 者 等 の 非 正 規 労 働 者 に つ い て 、育 児 休 業 制 度 や 、

均 等 ・ 均 衡 待 遇 の 確 保 の 促 進 、 正 社 員 へ の 転 換 の 推 進 等 に 関 し

て 、 法 整 備 も 含 め て 検 討 を 速 や か に 進 め る 必 要 が あ る 。  

(2) 結 婚 ・ 妊 娠 ・ 出 産 等 を 経 な が ら 、 働 き 続 け る こ と の 重 要 性 が

十 分 周 知 さ れ て い な い こ と 等 に よ り 、 仕 事 を 辞 め て し ま い 、 結

果 的 に 貧 困 等 生 活 上 の 困 難 に 直 面 す る 場 合 が 見 受 け ら れ る 。 大

学 生 等 社 会 に 出 る 前 の 若 者 に 対 し 、 働 き 続 け る こ と の 重 要 性 を

十 分 周 知 す る 必 要 が あ る 。  

(3) 労 働 関 係 法 令 に 関 す る 知 識 が 十 分 周 知 さ れ て い な い こ と 等 に

よ り 、 い わ ゆ る 育 休 切 り 等 困 難 な 状 況 に 置 か れ る 労 働 者 が 見 受

け ら れ る 。 政 府 に お い て は 、 労 働 者 が 身 を 守 れ る よ う 、 労 働 関

係 法 令 の 広 報 啓 発 を よ り 一 層 徹 底 す る 必 要 が あ る 。  

(4) 貧 困 が 世 代 を 超 え て 継 承 さ れ る こ と の な い よ う に す る た め 、

政 府 に お い て は 、 意 志 と 能 力 あ る 若 者 が 進 学 で き る よ う 、 大 学
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等 に お け る 教 育 費 負 担 の 軽 減 に 着 実 に 取 り 組 む と と も に 、 低 所

得 者 世 帯 を 対 象 と し た 授 業 料 等 減 免 、 奨 学 金 等 の 充 実 に 取 り 組

む 必 要 が あ る 。  

 

３  仕 事 と 生 活 の 調 和 の 推 進  

平 成 20 年 後 半 以 降 の 経 済 状 況 の 悪 化 の 影 響 等 に よ り 、 「 週 労

働 時 間 60 時 間 以 上 の 雇 用 者 の 割 合 」は 基 本 計 画 策 定 時（ 平 成 20

年 10.0％ ） と 比 較 し て 減 少 し て い る も の の （ 22 年 9.4％ ） 、 男

女 ・ 年 齢 別 で み る と 、 子 育 て 世 代 で あ る 30 歳 代 男 性 に つ い て は

依 然 と し て 高 い 水 準 で あ る （ 18.7％ ） 。  

仕 事 と 生 活 の 調 和 と 男 女 共 同 参 画 の 推 進 は 車 の 両 輪 で あ り 、性

別 や 年 齢 な ど に か か わ ら ず 誰 も が 意 欲 と 能 力 を 発 揮 で き る 環 境

整 備 は 、持 続 可 能 な 社 会 の 実 現 に も 資 す る も の で あ る が 、経 済 状

況 の 悪 化 の 影 響 等 に よ り 、昨 今 そ の 取 組 に 後 退 し て い る 面 が あ る

よ う に も 見 受 け ら れ る 。  

政 府 に お い て は 、以 下 の 点 も 踏 ま え 、仕 事 と 生 活 の 調 和 の 実 現

に 向 け て 、 取 組 を よ り 一 層 強 化 さ れ た い 。  

(1) 仕 事 と 生 活 の 調 和 の 推 進 の 観 点 か ら も 、１ (1)で 述 べ た よ う に 、

パ ー ト タ イ ム 労 働 者 等 の 非 正 規 労 働 者 に つ い て 、育 児 休 業 制 度 や 、

均 等・均 衡 待 遇 の 確 保 の 促 進 、正 社 員 へ の 転 換 の 推 進 等 に 関 し て 、

法 整 備 も 含 め て 検 討 を 速 や か に 進 め る 必 要 が あ る 。  

(2) 男 性 の 育 児 休 業 取 得 率 に つ い て は 、基 本 計 画 の 成 果 目 標（ 13％ ）

と 相 当 な 乖 離 が あ る に も か か わ ら ず 、 基 本 計 画 策 定 時 （ 平 成 21

年 1.72％ ） と 比 べ て 、 最 新 値 （ 22 年 1.38％ ） が 悪 化 し て い る 。

政 府 に お い て は 、企 業 の 人 事 担 当 者 へ の 育 児 休 業 制 度 の 利 用 促 進

の 働 き か け や 、育 児 休 業 期 間 中 に お け る 経 済 的 援 助 の 推 進 等 男 性

の 育 児 休 業 取 得 促 進 の た め の 取 組 を よ り 一 層 強 化 す る 必 要 が あ

る 。  

(3) 政 府 に お い て は 、次 世 代 育 成 支 援 対 策 法 に 基 づ く 一 般 事 業 主 行

動 計 画 に つ い て 、単 に そ の 策 定 を 促 す だ け で は な く 、当 該 計 画 が

確 実 に 実 行 さ れ て い る か 、労 働 者 に と っ て 有 効 に 機 能 し て い る か

な ど に つ い て 検 証 す る 必 要 が あ る 。  


